
-236ー 人工呼吸:8巻2号

一一人工呼吸関連機器:ユーザーレポート

主主主月メ----=:I二回、子理乏君喜・匡s際士見キ各 ( 1 S CJ) 

1 989年2月ロンドンにて， ISO/TC121
(lp."hinical Comi tte) S C 3 (Subcomi tteeの意)カ・
開催され長期人工呼吸器の見直しが始まり、

イギリス・ブライトン， ドイツ・ルーペルク，アメ

リ;カ・マディソンの会議を経て，いよいよ来年には

ISOとなる。 3年間のべ約20日聞にわたって
審議され.各国の意見がまとまってやっと ISOと
して結実したわけである。

審議方法に関して説明すると ISOのドラフトに対
して各項目ごとに討議し修正するのでなく，事前に

提出した各国のコメント単位で，丹念に議論を行う

という方法を採用している。我々から見て重箱の

スミをつつくような話とわかっていてもしんぼう強

く話し合いを行っていく。

こうした会議の進め方を見ると，西洋と日本の差を

しみじみと感じる。丁度それは建築様式の差と同様

で，西洋ではレンガを一つ一つ積み上げ，最終的な

建物に形づくるのに対して，日本ではまず棟上げを

し2 次に床や壁を作っていく。

こうした日本のように結論を昔、ぐのでなく，結論が

ある程度みえていても，皆の意見をしんぼう強く聞

き，また自分の意見をしっかり述べる西洋式会議は

非常に参考になった。

今回の人工呼吸器に関する 1S 0 10651に関しての
討議内容は

①Test 

EMIに対して，もしEMIの影響を受けるとす
ればどのようなケースか例証すべきというコメン

トが出されたが，もしこのテストをメーカーで行

うとすればコスト高になり実際的でないとして排

除された。しかしいずれにしろこの問題は我々

メーカーにとって重要な問題となるであろう。

~ldentification marking and documments. 

共通の各部名称を シンボルマークで表示しようと

いう意見が何度も出されたが1 結論としては英語

ないし自国語で表示という平凡なものとなった。

③電気的な安全に関する条項は1E C 6 0 1--1に
準じている。

④温度，ノイズ時に対するプロテクション。

これも IEC601-1に準じている。
⑤精度4こ関する規定

各コントロールダイヤル測定系に対して要求され

る精度に関して規定した。

⑤各コンポーネントに関する規定

1 S 05356ーし5356-2に準じている。
1 S 053561 (麻酔器及び人工呼吸器の接続ロに関
する)

⑦その他として，アラームに関する規定。

以上簡単に示したが，国際会議に参加して，内容を

理解するには，幅広い工学的知識，人工呼吸器に対

する知識及び臨床的知識が必要となる。

そのためにも，臨床サイド，メーカサイドのエキス

Jマートが深く関わっていかなけばならない作業と

痛感する。

今後 ISOという国際社会の中で日本として大きく
貢献するには単に医療サイド，メーカーサイドとし

てでなく，医療全体として取り組むべきだと平素，

思っていたが，実際今秋より工業会としてもその

方向に進み始めたのは歓迎すべきことである。
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チを押すだl九とても簡単ですL
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